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JAみやざき尾鈴地区本部

■ 川南支店（企画管理部･監査室）
事業所名

総 合 企 画 課
リ ス ク 管 理 課
総 務 課
組 織 広 報 課
監 査 室 ･ 監 事 室

電話番号

27ー1122

27ー1120

27ー1121

営業時間

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

■ 川南支店（金融共済部）
事業所名

貯 金 為 替 課
融 資 課
共 済 課
共 済 渉 外 課

電話番号
27ー1123
27ー1125
27ー1124
27ー1127

営業時間
平　日　8：30～15：00

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

■ 購買店舗（購買部）
事業所名

川南あぐりセンター
旅 行 セ ン タ ー
川 南 飼 肥 料 倉 庫
都 農 資 材
農 機 セ ン タ ー
生 活 課
ビ ニ ー ル 加 工 場

電話番号
27ー1203
27ー6589
27ー2781
25ー1630
27ー7710
27ー6589
27ー2322

営業時間

平　日　8：00～17：00

平　日　8：30～17：00

平　日　8：00～17：00
土　曜　8：00～12：00

休日

日・祝

■ 中央事業所（農産園芸部）
事業所名

代 表
営 農 指 導 課
販 売 課
販 売 課 （ 経 理 ）
営 農 支 援 課
茶 加 工 場
ラ イ ス セ ン タ ー

電話番号
27ー0583
27ー2067
27ー0597
27ー5995
27ー1978
27ー2003
27ー0502

営業時間

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

■ 都農支店
事業所名

貯 金 係
融 資 係
管 理 係
共 済 係
畜 産 係
畜 産 人 工 授 精

ー

電話番号
25ー1130
25ー1129
25ー1131
25ー1133
25ー1191
080ー8378ー1928

営業時間
平　日　8：30～15：00

8：00～17：00

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

年中無休

日

■ JA-SS（給油所）・プロパンセンター（購買部）
事業所名

川 南 Ｓ Ｓ
都 農 Ｓ Ｓ
プ ロ パ ン セ ン タ ー

電話番号
27ー5942
25ー1626
27ー6114

営業時間
平　日　8：00～18：00
土／祝　8：00～17：30
平日／土　8：00～17：00

休日

日・祝

土・日・祝

■ 畜産部
事業所名

畜 産 課
養 豚 課
畜 産 人 工 授 精

電話番号
27ー1600
27ー1274
080ー8378ー1927

営業時間

8：00～17：00

休日

年中無休

年中無休

■ ＡＴＭ
事業所名

川 南 支 店
都 農 支 店

電話番号 営業時間
平　日　8：45～19：00
土／日／祝　9：00～19：00

休日

毎月第３水曜

■ その他事業所
事業所名

総合葬祭プリエール尾鈴
農業経営者組織協議会

電話番号

27ー0983
32ー9090

営業時間
平　日　9：00～18：00
土／日／祝　9：00～17：00

24時間
平　日　8：30～17：00

休日

年中無休
土･日･祝

※選果場は
部会ごとに
異なります

27ー3066直 売 所 お す ず 村

土・日・祝

※

営
業
時
間
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た



部 会

　６月11日、ぶどう部会は川南支店大会議室で販売
会議を開き、部会員とＪＡ役職員、市場関係者ら36
名が出席しました。
　令和６年度の販売計画はキャンベルが22.2ｔ（前年
対比141％）、デラウェアが23.7ｔ（同114％）で数量
　

増、サニールージュが4.9ｔ（同68％）、ハニービーナ
スが13.1ｔ（同81％）で数量減となる見込みです。現
在の生育状況は、４月の天候不順により生育不良や
病害などが懸念されましたが、５月からは天候が回
復し一部の品種を除いては順調に生育しています。
　川島健哉部会長は「共販品目について、多品種の
生産量の増加や生産者数の減少などにより出荷量が
減少している中で、販売で厳しい面もあると思う。
皆さんの知恵を借り、今年も販売していければと思
う」とあいさつされました。会議後には、ＪＡ担当職
員より農薬の適正使用に関する呼びかけなどがあり
ました。
　尾鈴ぶどう部会は部会員40名で34.5haを作付け。
７月下旬頃から８月10日頃にかけて出荷のピークを
迎え、９月上旬頃まで続く見通しです。

ぶどう部会／取引市場と販売会議

　６月14日、ぶどう部会ハニービーナス専門部は、
初出荷を目前に迎え目揃え会を行い、専門部員９名
と市場関係者らが参加しました。
　Ａ品からＣ品まで品物を並べ、黒木義雄専門部長
を中心に出荷基準について細かく確認を行いました。
　

特に房の形状やなりくちの状態、キズの度合いはそ
れぞれ手に取って意見をもらい、等級の境を入念に
目揃えし、カットした物はＢ品以下にまとめること
なども共有しました。
　ＪＡ指導員からは取扱要領について、糖度や酸含
量の基準や風袋の詰め方、出荷計画の提出、出荷時
間などの説明がありました。
　17日には宮崎中央卸売市場で初競りが行われ、１
ケース１万5000円の高値で取引されました。
　尾鈴地区本部が生産する「みやざきぶどうハニー
ビーナス」は県のブランド認定を受けており、同専
門部９名が1.85haで栽培。７月中旬に出荷最盛期を
迎え、令和６年度は約13.1ｔの出荷を目指します。
　宮崎県をはじめ、主に九州管内で販売されます。

「ハニービーナス」出荷に向け目揃え会
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第
２
回
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
６

月
19
・
20
日
の
２
日
間
に
お
い
て
地

区
本
部
代
表
者
会
を
開
催
し
、
代
表

者
93
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
川
南
・

都
農
２
会
場
に
分
か
れ
実
施
し
、
総

代
会
の
議
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
質
問
・
意
見
等
は
左
記
の

通
り
で
す
。

Ｑ
・
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
本
店
機
能
と
し

て
、
新
た
に
営
農
指
導
や
和
牛
繁
殖

に
関
す
る
専
任
部
署
を
設
置
し
た
と

あ
る
が
目
的
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ・
宮
崎
牛
の
販
売
促
進
を
前
提
と
し

子
牛
市
場
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
と

各
地
区
本
部
間
の
営
農
指
導
員
の
連

携
を
強
め
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
地
区

本
部
に
近
づ
け
る
よ
う
指
導
レ
ベ
ル

の
高
位
平
準
化
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
・
農
林
中
央
金
庫
が
令
和
６
年
度
決

算
で
１
兆
５
０
０
０
億
円
の
赤
字
に

な
る
と
報
道
さ
れ
た
。
役
員
を
入
替

て
責
任
を
取
る
べ
き
だ
。

Ａ
・
健
全
性
の
維
持
を
大
前
提
と
し

て
、
来
年
度
以
降
の
黒
字
化
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
今
年
度
に

１
兆
５
０
０
０
億
円
規
模
の
赤
字
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
運

用
内
容
の
改
善
を
行
う
こ
と
は
事
実

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
見
通
し
で
あ
り
、
赤
字
金
額
が
確

定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
責
任
追
求
に
つ
い
て
は
、
意

見
と
し
て
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
・
対
応
策
と
し
て
１
兆
２
０
０
０
億

円
の
資
本
増
強
を
講
じ
る
と
あ
る
が

方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
劣
後

ロ
ー
ン
や
後
配
出
資
に
て
対
応
し
た

あ
と
の
戻
し
は
あ
る
の
か
。

Ａ・
農
林
中
金
か
ら
は
、
財
務
の
健
全

性
確
保
、
収
益
性
の
向
上
に
向
け
て
、

１
兆
２
０
０
０
億
円
規
模
の
資
本
再

構
築
に
取
り
組
む
こ
と
の
説
明
を
受

け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
既
存
の

永
久
劣
後
ロ
ー
ン
の
う
ち
７
０
０
０

億
円
を
後
配
出
資
へ
と
振
り
替
え
る

こ
と
で
資
本
の
質
を
高
め
る
と
と
も

に
、
期
限
付
き
劣
後
ロ
ー
ン
５
０
０

０
億
円
を
新
た
に
調
達
す
る
方
針
で

あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
農
林
中
央
金
庫
の
決

算
状
況
に
応
じ
信
連
を
経
由
し
て
配

当
金
や
奨
励
金
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
・
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
に
伴

い
、
菊
の
出
荷
時
間
が
13
時
半
か
ら
３

時
間
程
度
前
倒
し
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
で
か
な
り
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
作
業
し
、
物
日
出
荷
に
は
鮮
度
に
影

響
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
、
佐
土

原
の
中
継
基
地
に
集
荷
さ
れ
配
送
さ
れ

る
が
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
出
荷
量

を
伝
え
、
配
送
途
中
に
尾
鈴
で
集
荷
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
佐
土
原
ま
で
輸
送
す

る
運
賃
の
削
減
に
も
繋
が
る
の
で
改
善

は
で
き
な
い
か
。

Ａ・
佐
土
原
の
中
継
基
地
で
は
集
荷
し

た
商
品
を
行
先
別
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
配
送
し
ま
す
。
尾
鈴
の
集
荷

場
で
荷
を
拾
う
と
な
る
と
再
度
積
み

直
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

商
品
の
リ
ス
ク
が
発
生
し
ま
す
。
尾

鈴
地
区
本
部
だ
け
の
対
応
は
現
状
で

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
菊
の
出
荷

先
は
広
島
・
福
岡
に
な
り
ま
す
が
、

運
送
会
社
が
１
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
運
送
会
社
を
増
や
す
方
法
で

現
行
通
り
の
配
送
時
間
を
目
指
せ
な

い
か
今
後
も
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
９
日
、
川
南
・
都
農
２
会
場

に
お
い
て
尾
鈴
地
区
本
部
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
６
月
28

日
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
第
２

回
通
常
総
代
会
の
議
案
に
つ
い
て
代

表
者
会
に
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
地
区
本
部
代
表
者
以
外

の
組
合
員
の
皆
様
に
も
同
様
に
説
明

の
機
会
を
設
け
た
も
の
で
す
。
質
問
・

意
見
等
は
左
記
の
通
り
で
す
。

Ｑ
・
農
産
物
の
販
売
に
お
い
て
市
場
は

直
接
集
荷
に
行
く
な
ど
形
態
が
変
わ

る
中
、
農
協
の
販
売
形
態
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
昔
の
よ
う
に
、

部
会
で
意
思
統
一
し
て
生
産
物
は
農

協
に
出
荷
し
よ
う
と
い
う
考
え
も
な

く
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
若
い
生
産
者

は
様
々
な
方
法
で
販
売
す
る
こ
と
を

逆
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
の
状
況
で
ど
う
や
っ
て
組
合
員
を

繋
ぎ
と
め
る
の
か
。

尾
鈴
地
区
本
部
代
表
者
会

尾
鈴
地
区
本
部
座
談
会

　ＪＡみやざきは６月28日、通常総代会を宮崎市民文化ホールで開き、総代総数589名に対し557名が出席されまし
た。第１事年度事業計画など全９議案を提案し承認されました。
　初年度は、各地区本部（旧ＪＡ単位）での取組みを継続しつつ、早期の組合員メリットの実現に向け県全体での取組
みを進めます。また、令和７年３月には県内連合会の包括承継を予定しており、既に連合会機能と本店機能を連動させ
ながら事業展開を進めておりスムーズな統合につなげていきます。栗原俊朗組合長は「農業は地域や周りの人とのつな
がりがなければできることが限られる。厳しい時こそ協同の力の発揮が必要。今後100年を見据え、組合員ファースト
を前提に、役職員と組合員一体となって事業・組織活動、ＪＡの運営に取組んでいく」と決意を述べました。
　その他附帯決議や報告事項、持続可能な農業と信頼されるＪＡ基盤づくりに向けた特別決議が採択されました。

Ａ・
日
頃
か
ら
組
合
員
の
所
得
向
上
や

生
産
資
材
の
安
価
な
供
給
等
、
農
協

職
員
と
し
て
意
識
し
な
が
ら
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
販
売
部
門
に
お

い
て
も
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

を
踏
ま
え
た
市
場
重
点
化
に
取
り
組

む
こ
と
や
鈴
マ
ロ
ン
の
よ
う
な
商
品

力
の
高
い
物
を
生
産
し
、
有
利
な
販

売
が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
・
出
荷
さ
れ
て
き
た
も
の
を
販
売
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
組
合
員
に
こ
う

い
う
物
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
他
産

地
に
後
れ
を
と
っ
て
し
ま
う
。
本
店

に
販
売
総
括
部
署
が
で
き
る
と
思
う

が
本
店
の
意
識
次
第
で
販
売
高
も
変

わ
っ
て
く
る
。
ぜ
ひ
本
店
の
会
議
等

で
今
回
の
意
見
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

Ａ・
意
見
に
つ
い
て
は
、
県
本
部
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
合
併
で
専

門
職
を
作
っ
て
い
く
方
向
に
舵
を
切

り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
職
員
の
異
動

の
よ
う
に
、
定
期
的
に
動
か
す
の
で

は
な
く
、
専
門
知
識
を
求
め
ら
れ
る

技
術
職
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
ス

パ
ン
で
販
売
戦
略
や
技
術
の
習
得
に

努
め
て
も
ら
う
考
え
で
す
。

販売会議の様子

目揃えを行う専門部員

川南

都農

ＪＡみやざき 第２回通常総代会ＪＡみやざき 第２回通常総代会



部 会

　６月11日、ぶどう部会は川南支店大会議室で販売
会議を開き、部会員とＪＡ役職員、市場関係者ら36
名が出席しました。
　令和６年度の販売計画はキャンベルが22.2ｔ（前年
対比141％）、デラウェアが23.7ｔ（同114％）で数量
　

増、サニールージュが4.9ｔ（同68％）、ハニービーナ
スが13.1ｔ（同81％）で数量減となる見込みです。現
在の生育状況は、４月の天候不順により生育不良や
病害などが懸念されましたが、５月からは天候が回
復し一部の品種を除いては順調に生育しています。
　川島健哉部会長は「共販品目について、多品種の
生産量の増加や生産者数の減少などにより出荷量が
減少している中で、販売で厳しい面もあると思う。
皆さんの知恵を借り、今年も販売していければと思
う」とあいさつされました。会議後には、ＪＡ担当職
員より農薬の適正使用に関する呼びかけなどがあり
ました。
　尾鈴ぶどう部会は部会員40名で34.5haを作付け。
７月下旬頃から８月10日頃にかけて出荷のピークを
迎え、９月上旬頃まで続く見通しです。

ぶどう部会／取引市場と販売会議

　６月14日、ぶどう部会ハニービーナス専門部は、
初出荷を目前に迎え目揃え会を行い、専門部員９名
と市場関係者らが参加しました。
　Ａ品からＣ品まで品物を並べ、黒木義雄専門部長
を中心に出荷基準について細かく確認を行いました。
　

特に房の形状やなりくちの状態、キズの度合いはそ
れぞれ手に取って意見をもらい、等級の境を入念に
目揃えし、カットした物はＢ品以下にまとめること
なども共有しました。
　ＪＡ指導員からは取扱要領について、糖度や酸含
量の基準や風袋の詰め方、出荷計画の提出、出荷時
間などの説明がありました。
　17日には宮崎中央卸売市場で初競りが行われ、１
ケース１万5000円の高値で取引されました。
　尾鈴地区本部が生産する「みやざきぶどうハニー
ビーナス」は県のブランド認定を受けており、同専
門部９名が1.85haで栽培。７月中旬に出荷最盛期を
迎え、令和６年度は約13.1ｔの出荷を目指します。
　宮崎県をはじめ、主に九州管内で販売されます。

「ハニービーナス」出荷に向け目揃え会
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第
２
回
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
６

月
19
・
20
日
の
２
日
間
に
お
い
て
地

区
本
部
代
表
者
会
を
開
催
し
、
代
表

者
93
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
川
南
・

都
農
２
会
場
に
分
か
れ
実
施
し
、
総

代
会
の
議
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
質
問
・
意
見
等
は
左
記
の

通
り
で
す
。

Ｑ
・
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
本
店
機
能
と
し

て
、
新
た
に
営
農
指
導
や
和
牛
繁
殖

に
関
す
る
専
任
部
署
を
設
置
し
た
と

あ
る
が
目
的
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ・
宮
崎
牛
の
販
売
促
進
を
前
提
と
し

子
牛
市
場
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
と

各
地
区
本
部
間
の
営
農
指
導
員
の
連

携
を
強
め
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
地
区

本
部
に
近
づ
け
る
よ
う
指
導
レ
ベ
ル

の
高
位
平
準
化
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
・
農
林
中
央
金
庫
が
令
和
６
年
度
決

算
で
１
兆
５
０
０
０
億
円
の
赤
字
に

な
る
と
報
道
さ
れ
た
。
役
員
を
入
替

て
責
任
を
取
る
べ
き
だ
。

Ａ
・
健
全
性
の
維
持
を
大
前
提
と
し

て
、
来
年
度
以
降
の
黒
字
化
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
今
年
度
に

１
兆
５
０
０
０
億
円
規
模
の
赤
字
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
運

用
内
容
の
改
善
を
行
う
こ
と
は
事
実

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
見
通
し
で
あ
り
、
赤
字
金
額
が
確

定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
責
任
追
求
に
つ
い
て
は
、
意

見
と
し
て
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
・
対
応
策
と
し
て
１
兆
２
０
０
０
億

円
の
資
本
増
強
を
講
じ
る
と
あ
る
が

方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
劣
後

ロ
ー
ン
や
後
配
出
資
に
て
対
応
し
た

あ
と
の
戻
し
は
あ
る
の
か
。

Ａ・
農
林
中
金
か
ら
は
、
財
務
の
健
全

性
確
保
、
収
益
性
の
向
上
に
向
け
て
、

１
兆
２
０
０
０
億
円
規
模
の
資
本
再

構
築
に
取
り
組
む
こ
と
の
説
明
を
受

け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
既
存
の

永
久
劣
後
ロ
ー
ン
の
う
ち
７
０
０
０

億
円
を
後
配
出
資
へ
と
振
り
替
え
る

こ
と
で
資
本
の
質
を
高
め
る
と
と
も

に
、
期
限
付
き
劣
後
ロ
ー
ン
５
０
０

０
億
円
を
新
た
に
調
達
す
る
方
針
で

あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
農
林
中
央
金
庫
の
決

算
状
況
に
応
じ
信
連
を
経
由
し
て
配

当
金
や
奨
励
金
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
・
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
に
伴

い
、
菊
の
出
荷
時
間
が
13
時
半
か
ら
３

時
間
程
度
前
倒
し
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
で
か
な
り
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
作
業
し
、
物
日
出
荷
に
は
鮮
度
に
影

響
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
、
佐
土

原
の
中
継
基
地
に
集
荷
さ
れ
配
送
さ
れ

る
が
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
出
荷
量

を
伝
え
、
配
送
途
中
に
尾
鈴
で
集
荷
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
佐
土
原
ま
で
輸
送
す

る
運
賃
の
削
減
に
も
繋
が
る
の
で
改
善

は
で
き
な
い
か
。

Ａ・
佐
土
原
の
中
継
基
地
で
は
集
荷
し

た
商
品
を
行
先
別
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
配
送
し
ま
す
。
尾
鈴
の
集
荷

場
で
荷
を
拾
う
と
な
る
と
再
度
積
み

直
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

商
品
の
リ
ス
ク
が
発
生
し
ま
す
。
尾

鈴
地
区
本
部
だ
け
の
対
応
は
現
状
で

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
菊
の
出
荷

先
は
広
島
・
福
岡
に
な
り
ま
す
が
、

運
送
会
社
が
１
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
運
送
会
社
を
増
や
す
方
法
で

現
行
通
り
の
配
送
時
間
を
目
指
せ
な

い
か
今
後
も
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
９
日
、
川
南
・
都
農
２
会
場

に
お
い
て
尾
鈴
地
区
本
部
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
６
月
28

日
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
第
２

回
通
常
総
代
会
の
議
案
に
つ
い
て
代

表
者
会
に
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
地
区
本
部
代
表
者
以
外

の
組
合
員
の
皆
様
に
も
同
様
に
説
明

の
機
会
を
設
け
た
も
の
で
す
。
質
問
・

意
見
等
は
左
記
の
通
り
で
す
。

Ｑ
・
農
産
物
の
販
売
に
お
い
て
市
場
は

直
接
集
荷
に
行
く
な
ど
形
態
が
変
わ

る
中
、
農
協
の
販
売
形
態
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
昔
の
よ
う
に
、

部
会
で
意
思
統
一
し
て
生
産
物
は
農

協
に
出
荷
し
よ
う
と
い
う
考
え
も
な

く
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
若
い
生
産
者

は
様
々
な
方
法
で
販
売
す
る
こ
と
を

逆
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
の
状
況
で
ど
う
や
っ
て
組
合
員
を

繋
ぎ
と
め
る
の
か
。

尾
鈴
地
区
本
部
代
表
者
会

尾
鈴
地
区
本
部
座
談
会

　ＪＡみやざきは６月28日、通常総代会を宮崎市民文化ホールで開き、総代総数589名に対し557名が出席されまし
た。第１事年度事業計画など全９議案を提案し承認されました。
　初年度は、各地区本部（旧ＪＡ単位）での取組みを継続しつつ、早期の組合員メリットの実現に向け県全体での取組
みを進めます。また、令和７年３月には県内連合会の包括承継を予定しており、既に連合会機能と本店機能を連動させ
ながら事業展開を進めておりスムーズな統合につなげていきます。栗原俊朗組合長は「農業は地域や周りの人とのつな
がりがなければできることが限られる。厳しい時こそ協同の力の発揮が必要。今後100年を見据え、組合員ファースト
を前提に、役職員と組合員一体となって事業・組織活動、ＪＡの運営に取組んでいく」と決意を述べました。
　その他附帯決議や報告事項、持続可能な農業と信頼されるＪＡ基盤づくりに向けた特別決議が採択されました。

Ａ・
日
頃
か
ら
組
合
員
の
所
得
向
上
や

生
産
資
材
の
安
価
な
供
給
等
、
農
協

職
員
と
し
て
意
識
し
な
が
ら
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
販
売
部
門
に
お

い
て
も
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

を
踏
ま
え
た
市
場
重
点
化
に
取
り
組

む
こ
と
や
鈴
マ
ロ
ン
の
よ
う
な
商
品

力
の
高
い
物
を
生
産
し
、
有
利
な
販

売
が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
・
出
荷
さ
れ
て
き
た
も
の
を
販
売
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
組
合
員
に
こ
う

い
う
物
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
他
産

地
に
後
れ
を
と
っ
て
し
ま
う
。
本
店

に
販
売
総
括
部
署
が
で
き
る
と
思
う

が
本
店
の
意
識
次
第
で
販
売
高
も
変

わ
っ
て
く
る
。
ぜ
ひ
本
店
の
会
議
等

で
今
回
の
意
見
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

Ａ・
意
見
に
つ
い
て
は
、
県
本
部
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
合
併
で
専

門
職
を
作
っ
て
い
く
方
向
に
舵
を
切

り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
職
員
の
異
動

の
よ
う
に
、
定
期
的
に
動
か
す
の
で

は
な
く
、
専
門
知
識
を
求
め
ら
れ
る

技
術
職
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
ス

パ
ン
で
販
売
戦
略
や
技
術
の
習
得
に

努
め
て
も
ら
う
考
え
で
す
。

販売会議の様子

目揃えを行う専門部員

川南

都農

ＪＡみやざき 第２回通常総代会ＪＡみやざき 第２回通常総代会



部 会

　６月21日、抑制南瓜部会は令和５年度の総会を
開催し、生産者とＪＡ関係者らで19名が出席しま
した。
　議事では令和５年度収支決算や令和６年度事業
計画、規約の改正が提案され全議案が承認されま
した。
　大隅英邦部会長は「昨年は天候も問題無く良質
な南瓜を作ることができた。次期作も台風の影響
に十分な対策をとり、生産性を高めていきましょ
う」とあいさつされました。
　令和５年度産は、台風の上陸もなく期間を通し
温暖な気候となり生育は良好。出荷量、金額とも
に前年を上回る実績となりました。
　令和６年度の基本方針は黒皮南瓜、洋種南瓜の
生産性をさらに向上させるために、栽培管理や病
害虫対策の徹底、作付けから販売の計画策定を掲
げ取り組むことを確認しました。
　また、総会後にはＪＡ指導員から石灰窒素に代

わる肥料として、バチルス菌、放線菌が効果を発
揮する土壌改良剤の紹介がありました。

抑制南瓜部会総会／出荷量前年対比110％

　７月２日、ピーマン部会は令和５年度の総会を
開き、部会員と市場関係者、ＪＡ職員ら合わせて
52名が出席しました。
　吉玉一敬部会長は「天候に恵まれず出荷量が前
年を下回り、経費の高騰もあって厳しい年だった。
しかし、終盤の腐敗果は減少している。部会とし
て発生ゼロを目指し、より高品質のピーマンを出
荷していこう」とあいさつされました。
　議事では、令和５年度収支決算及び令和６年度
事業計画、県域ＪＡ設立による規約改正案、役員
改選案などを提案し、全議案が承認されました。
　新役員体制は、部会長は引き続き吉玉一敬さん、
副部会長に林田光功さんが選任されました。
　令和５年度の販売実績は、数量547ｔ（前年対比
91％）でしたが、売上単価は436円（同105％）
となりました。
　令和６年度は、栽培後半の腐敗果発生をなくす
ため、宮崎方式ICM取組強化を最重点とし、土壌

分析に基づいた適正施肥や現地検討会を重ねるこ
とで部会単収13ｔ／10ａを目指していくことを確
認しました。
　また、総会後にはＪＡ共済担当者より農業者賠
償責任共済の紹介が行われました。

ピーマン部会総会／単収13ｔを目指す

⒈
生
育
・
水
管
理

※

間
断
灌
水
と
し
、
収
穫
７
日
前
ま
で
は
湛

　
水
状
態
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

⒉
い
も
ち
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除

※

管
内
で
の
等
級
低
下
の
原
因
は
カ
メ
ム
シ

　
被
害
で
す
。
大
型
カ
メ
ム
シ
は
、
登
熟
後

　
半
ま
で
食
害
し
ま
す
。

※

収
穫
７
日
前
ま
で
散
布
で
き
ま
す
。
ス
タ

　
ー
ク
ル
液
剤
10
　
１
０
０
０
倍
　
１
０
０

　
ℓ
以
上
／
10
ａ
　
適
期
前
に
収
穫
す
る
と

　
高
水
分
・
青
未
熟
粒
の
増
加
に
よ
り
品
質

　
が
低
下
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
営
農
指
導
課
　
　
　
　
　
　
　
　
☎ 

㉗ 

４
５
０
４

　
児
湯
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
　
☎ 

 

２
３
１
１

⒈
整
枝
に
つ
い
て

　
一
度
に
４
本
以
上
の
枝
を
摘
む
よ
う
な
摘

芯
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
３
枚
以
上
展
開
し
た
生
長
点
を
３
〜
４
本

残
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
が
当
た
る
よ
う
に
誘
引
・
枝
の
整
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
高
温
に
よ
り
草
勢
が
低
下
す
る
た

め
、
収
穫
ピ
ー
ク
前
の
摘
芯
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

⒉
摘
葉
に
つ
い
て

　
老
化
葉
・
病
葉
だ
け
で
は
な
く
、
採
光
や

通
風
を
妨
げ
て
い
る
葉
は
、
摘
葉
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
又
、
摘
葉
と
同
時
に
不
良
果
の

摘
果
を
行
い
草
勢
の
回
復
を
図
っ
て
く
だ
さ

い
。

⒊
灌
水
に
つ
い
て

　
晴
天
で
暑
い
日
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

毎
日
、
も
し
く
は
１
日
お
き
に
灌
水
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
10
ａ
当
た
り
３
ｔ
前
後
目
安
に
液
肥
と
合

わ
せ
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
又
、
通
路

や
畦
の
か
た
が
乾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば

排
水
を
考
え
水
分
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
通

路
へ
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⒋
防
除
に
つ
い
て

　
病
害
（
べ
と
病
・
炭
そ
病
）、
害
虫
（
ウ

リ
ノ
メ
イ
ガ
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
）
の
防
除
を

定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
き
ゅ

う
り
黄
化
え
そ
病
（
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
）
の
媒
介
で

あ
る
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
病
株
を
発
見
し
た

ら
、
拡
大
防
止
の
た
め
抜
根
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
散
見
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
防
除
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
予

防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
高
温
期
に
入
り
、
病
害
虫
、
病
気
が
多
く

な
っ
て
く
る
時
期
で
す
。
乾
燥
条
件
下
で
は

ス
リ
ッ
プ
ス
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
少
量

多
灌
水
を
心
掛
け
、
事
前
防
除
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
温
多
湿
条
件
下
で
白

絹
病
や
軟
腐
病
な
ど
の
病
気
も
発
生
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
防
除
を
徹
底

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
壌
病
害
虫
の
防
除
及
び
除
草
対
策
と
し

て
、
改
良
陽
熱
消
毒
法
や
土
壌
還
元
消
毒
法

で
土
壌
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
改

良
陽
熱
消
毒
法
は
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
で
あ

り
、
夏
場
の
作
業
軽
減
及
び
定
植
準
備
作
業

の
効
率
化
な
ど
の
面
か
ら
も
有
効
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
分
析
は
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
溜
水
を
行
っ
て
水
が
引
い

た
後
に
採
土
す
る
）

　
不
必
要
な
肥
料
の
投
入
は
経
費
が
か
か
る

だ
け
で
な
く
、
作
物
に
悪
影
響
を
与
え
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
回
り
の
除
草
を
徹
底
し
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
苗
へ
の
防

除
と
同
じ
く
圃
場
準
備
が
完
了
し
た
時
点
で

圃
場
内
の
防
除
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
萎
黄
病
・
炭
疽
病
の
予
防
・
防
除
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
備
苗
を
十
分
に

確
保
し
、
感
染
株
に
関
し
て
は
早
期
発
見
に

努
め
、
防
除
・
廃
棄
す
る
な
ど
病
気
が
広
が

ら
な
い
よ
う
に
適
切
な
対
応
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
親
株
は
多
く
の
肥
料
が
必
要
で
す
。

肥
培
管
理
と
あ
わ
せ
て
水
管
理
に
も
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ッ
ク
詰
め
・
箱
詰
め
の
際
は
、
裂
果
・

病
害
果
は
全
て
摘
除
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
今
年
度
の
梅
雨
入
り
は
平
年
並
み
で
す

が
、
突
然
の
降
雨
に
よ
る
裂
果
や
傷
み
、
時

折
の
晴
れ
間
が
あ
り
、
高
温
状
態
に
よ
る
日

焼
け
や
萎
れ
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
出

荷
や
箱
詰
め
の
際
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。

　
収
穫
終
了
後
に
つ
い
て
は
、
土
づ
く
り
、

施
肥
改
善
、
合
理
化
の
た
め
、
全
園
の
土
壌

診
断
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
満
開
か
ら
１
ヶ
月
間
は
、
０
・
５
㎜
／
１

日
程
度
果
実
が
肥
大
し
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
と

灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
排
水

の
悪
い
園
地
で
は
少
量
の
灌
水
を
多
回
数
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
燥
防
止
に
は
敷
き
ワ

ラ
が
効
果
的
で
す
。

　
今
年
は
、
梅
雨
時
期
の
降
雨
が
少
な
く
、

気
温
が
高
い
為
、「
ス
上
が
り
」
対
策
と
し

て
ネ
ッ
ト
等
を
使
用
し
、
遮
光
に
よ
る
高
温

防
止
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
定
期
的
な

葉
水
・
灌
水
を
行
う
こ
と
で
蒸
散
に
よ
る
水

分
不
足
を
補
い
ま
す
。
こ
の
際
は
、
黒
点
病

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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部 会

　６月21日、抑制南瓜部会は令和５年度の総会を
開催し、生産者とＪＡ関係者らで19名が出席しま
した。
　議事では令和５年度収支決算や令和６年度事業
計画、規約の改正が提案され全議案が承認されま
した。
　大隅英邦部会長は「昨年は天候も問題無く良質
な南瓜を作ることができた。次期作も台風の影響
に十分な対策をとり、生産性を高めていきましょ
う」とあいさつされました。
　令和５年度産は、台風の上陸もなく期間を通し
温暖な気候となり生育は良好。出荷量、金額とも
に前年を上回る実績となりました。
　令和６年度の基本方針は黒皮南瓜、洋種南瓜の
生産性をさらに向上させるために、栽培管理や病
害虫対策の徹底、作付けから販売の計画策定を掲
げ取り組むことを確認しました。
　また、総会後にはＪＡ指導員から石灰窒素に代

わる肥料として、バチルス菌、放線菌が効果を発
揮する土壌改良剤の紹介がありました。

抑制南瓜部会総会／出荷量前年対比110％

　７月２日、ピーマン部会は令和５年度の総会を
開き、部会員と市場関係者、ＪＡ職員ら合わせて
52名が出席しました。
　吉玉一敬部会長は「天候に恵まれず出荷量が前
年を下回り、経費の高騰もあって厳しい年だった。
しかし、終盤の腐敗果は減少している。部会とし
て発生ゼロを目指し、より高品質のピーマンを出
荷していこう」とあいさつされました。
　議事では、令和５年度収支決算及び令和６年度
事業計画、県域ＪＡ設立による規約改正案、役員
改選案などを提案し、全議案が承認されました。
　新役員体制は、部会長は引き続き吉玉一敬さん、
副部会長に林田光功さんが選任されました。
　令和５年度の販売実績は、数量547ｔ（前年対比
91％）でしたが、売上単価は436円（同105％）
となりました。
　令和６年度は、栽培後半の腐敗果発生をなくす
ため、宮崎方式ICM取組強化を最重点とし、土壌

分析に基づいた適正施肥や現地検討会を重ねるこ
とで部会単収13ｔ／10ａを目指していくことを確
認しました。
　また、総会後にはＪＡ共済担当者より農業者賠
償責任共済の紹介が行われました。

ピーマン部会総会／単収13ｔを目指す
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・
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管
理
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間
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、
収
穫
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い
。

⒉
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除
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熟
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収
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⒈
整
枝
に
つ
い
て

　
一
度
に
４
本
以
上
の
枝
を
摘
む
よ
う
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摘

芯
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
３
枚
以
上
展
開
し
た
生
長
点
を
３
〜
４
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残
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
が
当
た
る
よ
う
に
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引
・
枝
の
整
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っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
高
温
に
よ
り
草
勢
が
低
下
す
る
た

め
、
収
穫
ピ
ー
ク
前
の
摘
芯
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

⒉
摘
葉
に
つ
い
て

　
老
化
葉
・
病
葉
だ
け
で
は
な
く
、
採
光
や

通
風
を
妨
げ
て
い
る
葉
は
、
摘
葉
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
又
、
摘
葉
と
同
時
に
不
良
果
の

摘
果
を
行
い
草
勢
の
回
復
を
図
っ
て
く
だ
さ

い
。

⒊
灌
水
に
つ
い
て

　
晴
天
で
暑
い
日
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

毎
日
、
も
し
く
は
１
日
お
き
に
灌
水
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
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ａ
当
た
り
３
ｔ
前
後
目
安
に
液
肥
と
合

わ
せ
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
又
、
通
路

や
畦
の
か
た
が
乾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば

排
水
を
考
え
水
分
過
多
に
な
ら
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い
よ
う
通

路
へ
灌
水
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っ
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だ
さ
い
。

⒋
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て
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と
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害
虫
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リ
ノ
メ
イ
ガ
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
）
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防
除
を

定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
き
ゅ

う
り
黄
化
え
そ
病
（
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
）
の
媒
介
で

あ
る
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
病
株
を
発
見
し
た

ら
、
拡
大
防
止
の
た
め
抜
根
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
散
見
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
防
除
ロ
ー
テ
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シ
ョ
ン
を
行
い
、
予

防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
高
温
期
に
入
り
、
病
害
虫
、
病
気
が
多
く

な
っ
て
く
る
時
期
で
す
。
乾
燥
条
件
下
で
は

ス
リ
ッ
プ
ス
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
少
量

多
灌
水
を
心
掛
け
、
事
前
防
除
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
温
多
湿
条
件
下
で
白

絹
病
や
軟
腐
病
な
ど
の
病
気
も
発
生
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
防
除
を
徹
底

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
壌
病
害
虫
の
防
除
及
び
除
草
対
策
と
し

て
、
改
良
陽
熱
消
毒
法
や
土
壌
還
元
消
毒
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で
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壌
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
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特
に
改

良
陽
熱
消
毒
法
は
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
で
あ

り
、
夏
場
の
作
業
軽
減
及
び
定
植
準
備
作
業

の
効
率
化
な
ど
の
面
か
ら
も
有
効
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
分
析
は
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
溜
水
を
行
っ
て
水
が
引
い

た
後
に
採
土
す
る
）

　
不
必
要
な
肥
料
の
投
入
は
経
費
が
か
か
る

だ
け
で
な
く
、
作
物
に
悪
影
響
を
与
え
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
回
り
の
除
草
を
徹
底
し
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
苗
へ
の
防

除
と
同
じ
く
圃
場
準
備
が
完
了
し
た
時
点
で

圃
場
内
の
防
除
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
萎
黄
病
・
炭
疽
病
の
予
防
・
防
除
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
備
苗
を
十
分
に

確
保
し
、
感
染
株
に
関
し
て
は
早
期
発
見
に

努
め
、
防
除
・
廃
棄
す
る
な
ど
病
気
が
広
が

ら
な
い
よ
う
に
適
切
な
対
応
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
親
株
は
多
く
の
肥
料
が
必
要
で
す
。

肥
培
管
理
と
あ
わ
せ
て
水
管
理
に
も
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ッ
ク
詰
め
・
箱
詰
め
の
際
は
、
裂
果
・

病
害
果
は
全
て
摘
除
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
今
年
度
の
梅
雨
入
り
は
平
年
並
み
で
す

が
、
突
然
の
降
雨
に
よ
る
裂
果
や
傷
み
、
時

折
の
晴
れ
間
が
あ
り
、
高
温
状
態
に
よ
る
日

焼
け
や
萎
れ
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
出

荷
や
箱
詰
め
の
際
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。

　
収
穫
終
了
後
に
つ
い
て
は
、
土
づ
く
り
、

施
肥
改
善
、
合
理
化
の
た
め
、
全
園
の
土
壌

診
断
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
満
開
か
ら
１
ヶ
月
間
は
、
０
・
５
㎜
／
１

日
程
度
果
実
が
肥
大
し
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
と

灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
排
水

の
悪
い
園
地
で
は
少
量
の
灌
水
を
多
回
数
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
燥
防
止
に
は
敷
き
ワ

ラ
が
効
果
的
で
す
。

　
今
年
は
、
梅
雨
時
期
の
降
雨
が
少
な
く
、

気
温
が
高
い
為
、「
ス
上
が
り
」
対
策
と
し

て
ネ
ッ
ト
等
を
使
用
し
、
遮
光
に
よ
る
高
温

防
止
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
定
期
的
な

葉
水
・
灌
水
を
行
う
こ
と
で
蒸
散
に
よ
る
水

分
不
足
を
補
い
ま
す
。
こ
の
際
は
、
黒
点
病

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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　ＪＡみやざきは、繁殖牛経営の安定につながる組織
作りに向け、県内13地区本部の繁殖牛部会長らでつく
る繁殖牛部会長会を設立しました。６月25日に宮崎市
で開いた初会合には、生産者や県、ＪＡ宮崎経済連、各
地区本部担当者ら約50名が出席しました。
　設立にあたり栗原俊朗組合長は「子牛価格の下落や
飼料価格の高止まりなど畜産の情勢は厳しい。県内１
３地域がしっかり団結し、安定経営に向け積極的な協
議をお願いしたい」と挨拶しました。　　
　会長には、宮崎中央地区本部繁殖牛部会連絡協議会
の十河啓二会長が就任。副会長には、こばやし地区本
部西諸和牛振興会の濱崎一正会長、延岡地区本部延岡
和牛部会の栁田裕則部会長が就任されました。十河会
長は「畜産の情勢は厳しいが、国や県・市町村からの
支援もいただきながら繁殖牛経営の安定と向上を目指
していきたい」と話されました。
　和牛経営においては、飼料・燃油・資材高騰といっ
た農業経費の増大による所得率の低下に加え、和牛枝
肉価格の伸び悩みや子牛価格の下落など大変厳しい状

況にあります。繁殖牛部会長会では各地区本部の代表
が情報を交換しながら生産性向上や購買誘致活動など
に取り組んでいきます。
　経済連和牛振興課によると、令和６年１月現在、本
県の繁殖牛部会員数は4135人で、会員母牛数は８万
1456頭となっています。

繁殖牛経営安定化を

ＪＡみやざき繁殖牛部会長会を設立

　尾鈴肉用繁殖牛部会は６月に全体研修会を開き、25日は川南支部で55名、26日は都農支部で56名が参加しま
した。
　研修はNOSAI宮崎を講師に招き、川南支部では「受精卵移植について」、都農支部では「家畜防疫について」と
題し研修が行われました。また全国農業協同組合連合会からも「飼料情勢について」と題し説明がありました。
　川南支部では甲斐栄部会長が「梅雨時期で湿気・高温など牛にストレスの溜まる時期。経営が厳しいからこそ、
子牛の事故を防ぐためにも病気などの早期発見・早期治療に努めてほしい」、都農支部では永山正次朗部会長が「７
月からの飼料高騰や子牛価格の低迷など、自助努力のみでの経営が厳しい。より良い営農を行うためにも現場の
声を行政に届けていこう」とあいさつされました。

尾鈴肉用繁殖牛部会

川南・都農両支部で研修会

各地区本部の繁殖牛部会長とＪＡみやざきの役員ら
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佐藤  伸義（川南、もみじ、羅旺45、秀正実）
江藤  宗武（川南、ゆうこ、桃白鵬、美穂国）

永友  修三（川南、みなこ６、羅旺45、華春福、安福久）

永友修三さんＧチャンピオン

グランドチャンピオン

優等賞

　ＪＡ宮崎経済連は６月18日、㈱ミヤチク高崎
工場で「第127回ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共進
会」を開催しました。
　この共進会は県内肥育技術の研鑽と宮崎牛の
販路拡大を目的に行われており、県内から103
頭が出品され、黒木雄太さん（都農町・中苽生）
の出品牛が優秀賞３席に輝きました。
　黒木さんの出品牛の詳細については、以下の
通りです。

第１２７回 ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共進会

表彰を受ける黒木雄太さん㊨
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■ 血　　統：父「白隆鵬」、母の父「福之国」、母の母の父「忠　富士」
■ 枝肉重量：531.1㎏　■ 枝肉歩留：65.0％
■ 肉質等級：Ａ５（ロース芯112㎠、バラ厚10.6㎝、皮下　脂肪2.2㎝、推定歩留82.5％、BMS12）

甲斐部会長あいさつ 永山部会長あいさつ 研修会の様子
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ピーマン栽培研修生卒業
希望を持って新規就農

新規就農セレモニー
研修修了生らへ激励
　７月４日、新規就農研修閉校式
並びに新規就農セレモニーが尾鈴
地区本部川南支店で行われました。
　閉校式では、尾鈴地区本部が行
う新規就農研修の研修生・水上克
一さんが２年間のいちごの栽培研
修を終え、修了証書が授与されま
した。
　新規就農セレモニーでは、水上
さんに加え、行政とＪＡが連携し
て行うトレーニングハウス農業研
修の令和６年度修了生（５期生）
６名のうち５名が出席し、就農祝
い金を受け取りました。
　このセレモニーは、ＪＡ正組合員

加入や青年・女性部、生産部会な
どへ加入した新規就農者を対象に、
営農指導・経営管理・金融等の総
合的な支援を行い、新規就農者の
育成・定着を目的としています。
　今年度、研修を修了した水上さ
んは「ＪＡや部会をはじめ多くの
方にお世話になり、営農の厳しさ、
面白さを体験できた２年間。育苗
も先月から始まっている。今年、
しっかりと実績を出せるように頑
張っていく」と就農への抱負を話
されました。また、網代宗章地区
本部長は「部会の即戦力として期
待している。悩んだ時は周囲を頼

　

り、解決の糸口を見つけてほしい」
と新規就農者へ激励の言葉を述べ
ました。

農業研修

女性部学習会で県域ＪＡの運営について意見交換

　７月４日、川南女性部はリーダー学習会を開き36名が、11日には都農女
性部が開き31名が参加しました。これは、女性部役員や支部・部会長らを
対象に協同組合学習ならびに女性部の活動・組織目的の基本学習を行い、
リーダーの育成と組織の強化を図ることを目的に年に１回開催していま
す。
　今回は４月に設立されたＪＡみやざきの運営や組織体制、尾鈴地区本部
の今後の取り組みなどについて、ＪＡ職員から説明を受けました。
　自主学習では、「仲間を増やすために私たちの活動をもっともっとアピ
ールしよう」をテーマにグループ討議を行い、SNSや広報誌で女性部活動
の情報発信を行うなどの意見が発表されました。また、同部の生活専門ア
ドバイザーから共同購入品の商品説明などもあり、有意義な学習会となり
ました。

リーダーの育成と組織の強化

女性部

青年部

青年部

市場視察にて
説明を受ける
青年部員

試合をする尾鈴青年部の盟友

５年ぶりに開催

青年部旧３ＪＡ交流会

　６月28日、旧３ＪＡ交流会が５年ぶりに高鍋町で開催されました。
　これは、西都・児湯・尾鈴地区の青年部の交流を目的として、各地区持
ち回りで２年に一度行っています。
　今回は、児湯青年部がフットサル大会を開き、児湯青年部から３チーム、
西都青年部から２チーム、尾鈴青年部から１チームが参加しました。
　各青年部から持ち寄った賞品を賭けた熱い試合が繰り広げられ、久しぶ
りの交流会は大きな盛り上がりを見せました。
　その後、懇親会も行われ、各青年部の盟友同士交流を深めました。

青年部役員視察研修

　尾鈴青年部は６月20、21日に役員視察研修を行い、９名が参加しました。
　１日目の「農政学習会」では、宮崎県農民連盟の山口晃司事務局長が「農
政運動と参議院選挙について」と題し、農政の基礎について説明。また「地
上を使った学習会」も行い、家の光西日本普及文化局の小出繁副局長が講
師を務め、他ＪＡ青年部の活動事例を基に、尾鈴の魅力や青年部の課題、
解決策や今後の取り組みなどについてグループワークを行いました。
　２日目は宮崎中央地区本部の直売所「わちどんが村式部の里」にて市場
視察を行い、直売所の概要や特長、取扱品目などについて説明を受けまし
た。
　参加した青年部員は「盟友に青年部活動の大切さや意義などを伝えてい
きたい」と話しました。

活動の大切さや意義を伝えたい

89

グループワー
クを行う青年
部員

学習会の様子

（７期生）５名の開講式が行われま
した。
　川南町、児湯農林振興局、ＪＡ関係
者らが出席する中、就農と農業技術
習得への決意を新たにしました。
　同研修は、国・県・町・ＪＡの支援
のもと、尾鈴地区本部ピーマン部会
が生産する「さららピーマン」の栽
培技術習得と農業経営のあらゆる研
修を実施し、新規就農を通じて地域
農業の発展と産地の活性化を図るこ
とを目的としています。
　川南町の河野秀二副町長は、修了
生に「研修期間で培った知識と経験
を胸に持続可能な農業の実践に取り
組んでほしい」と述べ、入講生には「若
い世代に限りない可能性を期待する。
しっかり研修で学び、農業で町を盛

　

り上げてほしい」と激励されました。
　大阪から夫婦で就農される修了生の
新大樹さんは「指導陣に感謝するとと
もに、素直さを大事に部会員と情報交
換をしながらお互いを高め合って農業
に取り組みたい」と抱負を述べられま
した。また、埼玉県から入講された麻
生耕平さんは「研修でしっかり基礎を
身に付けて１日でも長く農業をやれる
ように一生懸命頑張ります」と話され
ました。
　同研修事業は平成30年の開始以来、
今回の５期生を含め30名が就農してい
ます。

　６月28日、令和６年度のト
レーニングハウス農業研修の
修了式並びに開講式が川南町
役場で行われました。
　２年間ピーマン栽培の技術
を学んだ修了生（５期生）６
名に修了証が授与され、また
新たに入講される新規研修生
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並びに新規就農セレモニーが尾鈴
地区本部川南支店で行われました。
　閉校式では、尾鈴地区本部が行
う新規就農研修の研修生・水上克
一さんが２年間のいちごの栽培研
修を終え、修了証書が授与されま
した。
　新規就農セレモニーでは、水上
さんに加え、行政とＪＡが連携し
て行うトレーニングハウス農業研
修の令和６年度修了生（５期生）
６名のうち５名が出席し、就農祝
い金を受け取りました。
　このセレモニーは、ＪＡ正組合員

加入や青年・女性部、生産部会な
どへ加入した新規就農者を対象に、
営農指導・経営管理・金融等の総
合的な支援を行い、新規就農者の
育成・定着を目的としています。
　今年度、研修を修了した水上さ
んは「ＪＡや部会をはじめ多くの
方にお世話になり、営農の厳しさ、
面白さを体験できた２年間。育苗
も先月から始まっている。今年、
しっかりと実績を出せるように頑
張っていく」と就農への抱負を話
されました。また、網代宗章地区
本部長は「部会の即戦力として期
待している。悩んだ時は周囲を頼

　

り、解決の糸口を見つけてほしい」
と新規就農者へ激励の言葉を述べ
ました。

農業研修

女性部学習会で県域ＪＡの運営について意見交換

　７月４日、川南女性部はリーダー学習会を開き36名が、11日には都農女
性部が開き31名が参加しました。これは、女性部役員や支部・部会長らを
対象に協同組合学習ならびに女性部の活動・組織目的の基本学習を行い、
リーダーの育成と組織の強化を図ることを目的に年に１回開催していま
す。
　今回は４月に設立されたＪＡみやざきの運営や組織体制、尾鈴地区本部
の今後の取り組みなどについて、ＪＡ職員から説明を受けました。
　自主学習では、「仲間を増やすために私たちの活動をもっともっとアピ
ールしよう」をテーマにグループ討議を行い、SNSや広報誌で女性部活動
の情報発信を行うなどの意見が発表されました。また、同部の生活専門ア
ドバイザーから共同購入品の商品説明などもあり、有意義な学習会となり
ました。

リーダーの育成と組織の強化

女性部

青年部

青年部

市場視察にて
説明を受ける

青年部員

試合をする尾鈴青年部の盟友

５年ぶりに開催

青年部旧３ＪＡ交流会

　６月28日、旧３ＪＡ交流会が５年ぶりに高鍋町で開催されました。
　これは、西都・児湯・尾鈴地区の青年部の交流を目的として、各地区持
ち回りで２年に一度行っています。
　今回は、児湯青年部がフットサル大会を開き、児湯青年部から３チーム、
西都青年部から２チーム、尾鈴青年部から１チームが参加しました。
　各青年部から持ち寄った賞品を賭けた熱い試合が繰り広げられ、久しぶ
りの交流会は大きな盛り上がりを見せました。
　その後、懇親会も行われ、各青年部の盟友同士交流を深めました。

青年部役員視察研修

　尾鈴青年部は６月20、21日に役員視察研修を行い、９名が参加しました。
　１日目の「農政学習会」では、宮崎県農民連盟の山口晃司事務局長が「農
政運動と参議院選挙について」と題し、農政の基礎について説明。また「地
上を使った学習会」も行い、家の光西日本普及文化局の小出繁副局長が講
師を務め、他ＪＡ青年部の活動事例を基に、尾鈴の魅力や青年部の課題、
解決策や今後の取り組みなどについてグループワークを行いました。
　２日目は宮崎中央地区本部の直売所「わちどんが村式部の里」にて市場
視察を行い、直売所の概要や特長、取扱品目などについて説明を受けまし
た。
　参加した青年部員は「盟友に青年部活動の大切さや意義などを伝えてい
きたい」と話しました。

活動の大切さや意義を伝えたい
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グループワー
クを行う青年
部員

学習会の様子

（７期生）５名の開講式が行われま
した。
　川南町、児湯農林振興局、ＪＡ関係
者らが出席する中、就農と農業技術
習得への決意を新たにしました。
　同研修は、国・県・町・ＪＡの支援
のもと、尾鈴地区本部ピーマン部会
が生産する「さららピーマン」の栽
培技術習得と農業経営のあらゆる研
修を実施し、新規就農を通じて地域
農業の発展と産地の活性化を図るこ
とを目的としています。
　川南町の河野秀二副町長は、修了
生に「研修期間で培った知識と経験
を胸に持続可能な農業の実践に取り
組んでほしい」と述べ、入講生には「若
い世代に限りない可能性を期待する。
しっかり研修で学び、農業で町を盛

　

り上げてほしい」と激励されました。
　大阪から夫婦で就農される修了生の
新大樹さんは「指導陣に感謝するとと
もに、素直さを大事に部会員と情報交
換をしながらお互いを高め合って農業
に取り組みたい」と抱負を述べられま
した。また、埼玉県から入講された麻
生耕平さんは「研修でしっかり基礎を
身に付けて１日でも長く農業をやれる
ように一生懸命頑張ります」と話され
ました。
　同研修事業は平成30年の開始以来、
今回の５期生を含め30名が就農してい
ます。
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　２年間ピーマン栽培の技術
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名に修了証が授与され、また
新たに入講される新規研修生
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　今回は祭りの屋台を描いてくれまし
た。金魚や食べ物がとてもリアルで迫力
がありますね。夏祭りのシーズン到来で
とてもわくわくします。色々な屋台が立
ち並ぶのを見て回るのが楽しいですよ
ね。おいしいものをたくさん食べてこの
暑い夏を乗り切りましょう。

テーマ「祭り屋台」

資材課 河野萌依さんの

イラストコーナー

ぶ ど う 会

ぶどう部会が丹精込めて作っている、と
ても美味しいぶどうです！種類もたくさ
んあるので、ぜひ食べてください！

ハニービーナス、
シャインマスカット
など６品種

ひとこと

栽培品種
1.5ha

栽培面積

[ 都農町：三日月原 ]

表紙紹介

平 山  賢 二
ひら

さん（64歳）

やま じけん

の り 子 さん（65歳）

こ

矢野 由香理さん（42歳）

ゆ かや の り

なか むら り る

中村 凜琉 さん（９歳）
しゅう あ

　　 柊蒼 さん（７歳）

　３人の笑顔がパパママの励みになるよ♪
　今年も色んな事を皆んなで楽しもうね！

川南町 光：守寿さん、薫さんのお子さん

お父さん・お母さんからの一言

平成27年１月生まれ

平成28年12月生まれ
めい と

　　 芽燈 さん（３歳）令和３年３月生まれ

農業機械メーカー
100社が勢揃い

Ｊ
Ａ
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
開
催



　Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
は
７
月
５
日
・

６
日
の
２
日
間
︑
最
先
端
の
農
業

機
械
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
販
売

を
行
う
﹁
２
０
２
４
Ｊ
Ａ
ビ
ッ
グ

フ
ェ
ア
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒

　イ
オ
ン
モ
ー
ル
宮
崎
北
駐
車
場

の
会
場
に
は
２
日
間
で
約
４
７
０

０
名
の
組
合
員
ら
が
来
場
さ
れ
︑

初
日
に
は
盛
大
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
か
れ
ま
し
た
︒

　栗
原
俊
朗
組
合
長
は
﹁
依
然
厳

し
い
農
業
情
勢
の
中
︑
こ
の
フ
ェ

ア
を
通
じ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
る
Ａ

Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
機

械
を
紹
介
す
る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
︑
宮

崎
の
農
業
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
︒

　フ
ェ
ア
に
は
農
業
機
械
の
大
手

メ
ー
カ
ー
な
ど
１
０
０
社
が
参

加
︑
会
場
に
は
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
や

情
報
通
信
技
術
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
ド
ロ
ー
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
︑
無

人
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
な
ど
最
先
端

の
農
業
機
械
が
ず
ら
り
と
展
示
さ

れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
会
場
で
は
農

業
資
材
大
展
示
会
も
同
時
に
行
わ

れ
︑
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
農
業
資

材
も
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
︒

　尾
鈴
地
区
本
部
か
ら
も
２
０
３

名
の
組
合
員
が
来
場
さ
れ
︑
ハ
ウ

ス
胡
瓜
部
会
は
研
修
の
一
環
と
し

て
活
用
︑
ま
た
︑
み
や
ざ
き
農
業

　
研
修
実
践
塾
の
生
徒
ら
も
経
営
計

画
策
定
の
た
め
に
講
義
を
変
更
し

て
訪
れ
ま
し
た
︒

　河
野
良
一
部
会
長
は
﹁
部
会
で

毎
年
研
修
を
実
施
し
て
い
る
︒
ビ

ッ
グ
フ
ェ
ア
が
あ
る
こ
と
を
知

り
︑
日
程
と
合
わ
せ
て
研
修
に
盛

り
込
ん
だ
︒
堆
肥
散
布
機
に
興
味

が
あ
る
︒
良
い
機
械
に
巡
り
合
え

る
と
良
い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
︒

　そ
の
他
︑
来
場
者
に
記
念
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
︑
食
事
も
楽
し
め

る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
出
店
ブ

ー
ス
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
︒

２０２４

年
金
友
の
会
親
睦
旅
行

合
同
開
催
で
交
流
を
深
め
る

オープニングセレモニーのテープカット

　尾
鈴
地
区
本
部
年
金
友
の
会
は

７
月
３
日
︑
４
日
の
２
日
間
で
親

睦
旅
行
を
行
い
︑
45
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
︒

今
年
は
大
分
県
別
府
方
面
の
旅
で
︑

初
め
て
川
南
支
部
と
都
農
支
部
の

合
同
で
実
施
し
ま
し
た
︒

　初
日
は
︑
き
つ
き
衆
楽
観
に
て

筑
紫
桃
太
郎
一
座
を
観
劇
し
︑
女

形
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
︒

　２
日
目
は
明
礬
温
泉
︑
国
宝
臼

杵
石
仏
を
見
学
し
ま
し
た
︒

　ま
た
︑
夜
の
宴
会
は
一
番
の
盛

り
上
り
で
︑
会
員
の
方
々
が
歌
や

踊
り
を
披
露
し
お
な
か
を
抱
え
て

笑
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
︒

　参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
は
﹁
観

劇
が
素
晴
ら
し
く
フ
ァ
ン
に
な
っ

た
︒
夜
の
宴
会
も
芸
達
者
な
方
が

多
く
と
て
も
楽
し
か
っ
た
︒
ま
た

来
年
も
参
加
し
た
い
﹂
と
話
さ
れ

ま
し
た
︒

次
回
の
活
動
は
︑
８
月
29
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
︒

川南支部 都農支部

1111 10

　今回は祭りの屋台を描いてくれまし
た。金魚や食べ物がとてもリアルで迫力
がありますね。夏祭りのシーズン到来で
とてもわくわくします。色々な屋台が立
ち並ぶのを見て回るのが楽しいですよ
ね。おいしいものをたくさん食べてこの
暑い夏を乗り切りましょう。

テーマ「祭り屋台」

資材課 河野萌依さんの

イラストコーナー

ぶ ど う 会

ぶどう部会が丹精込めて作っている、と
ても美味しいぶどうです！種類もたくさ
んあるので、ぜひ食べてください！

ハニービーナス、
シャインマスカット
など６品種

ひとこと

栽培品種
1.5ha

栽培面積

[ 都農町：三日月原 ]

表紙紹介

平 山  賢 二
ひら

さん（64歳）

やま じけん

の り 子 さん（65歳）

こ

矢野 由香理さん（42歳）

ゆ かや の り

なか むら り る

中村 凜琉 さん（９歳）
しゅう あ

　　 柊蒼 さん（７歳）

　３人の笑顔がパパママの励みになるよ♪
　今年も色んな事を皆んなで楽しもうね！

川南町 光：守寿さん、薫さんのお子さん

お父さん・お母さんからの一言

平成27年１月生まれ

平成28年12月生まれ
めい と

　　 芽燈 さん（３歳）令和３年３月生まれ

農業機械メーカー
100社が勢揃い
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今月 運勢のあなたの モナ・カサンドラ８月

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

牡羊座
3/21 ～ 4/19

牡牛座
4/20 ～ 5/20

双子座
5/21 ～ 6/21

蟹座
6/22 ～ 7/22

獅子座
7/23 ～ 8/22

乙女座
8/23 ～ 9/22

天秤座
9/23 ～ 10/23

蠍座
10/24 ～ 11/22

射手座
11/23 ～ 12/21

山羊座
12/22 ～ 1/19

水瓶座
1/20 ～ 2/18

魚座
2/19 ～ 3/20

　　　　運勢に勢いがあります。
レジャーも楽しめるのでリッチ
な計画を立てて出かけましょう。
華やかな装いにツキ
　　　　肩凝りを解消するスト
レッチを。温めるのも◎
　　　　　　　カボス

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　星の加護に恵まれ勢い
があります。正面突破でもいけ
ますが協力者を募るのも◎。い
ろいろ試してみましょう
　　　　体操教室など皆で一緒
にする運動がお勧め
　　　　　　　梨

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　ピンチはチャンス、追
い込まれたら反撃のときです。
今までにやったことのない方法
を選択するのもいいでしょう
　　　　張り切り過ぎてしまう
かも。休憩を入れて
　　　　　　　ブドウ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　すれ違いが起きやすい
月です。説明は丁寧に。手順通
りに進めれば下旬には成果が見
え始めます。旅行は近場が吉
　　　　食べ過ぎに注意。よく
かんで食べるよう心がけて
　　　　　　　サヤインゲン

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　上昇運です。困難な状
況を解消するために手を尽くし
ましょう。諦めない気持ちが好
結果をもたらします
　　　　足のつぼを刺激して血
行を促進。リラックスできます
　　　　　　　トウモロコシ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　小さな不調を見逃さな
いように。早めの対処が好循環に
つながります。困ったときは経験
者の意見を参考に
　　　　消化の良い食べ物が味方
です。発酵食品を多めに
　　　　　　　トウガラシ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　思い立ったが吉日、フ
ットワークの良さが光ります。
チャレンジ精神を発揮して新し
いことを始めるのも◎
　　　　慌ててけがなどしない
よう安全確認を
　　　　　　　キュウリ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　コミュニケーションが
良好に。話し合いの機会をつく
りましょう。良い方向に向かい
ます。共同作業にツキあり
　　　　筋力アップのチャンス。
スポーツもお勧め
　　　　　　　バジル

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　対人運が活性化。たく
さんの人に会うと良いひらめき
を得られます。レジャースポッ
トでいいことがありそう
　　　　体をどんどん動かして。
いい汗がかけます
　　　　　　　ピーマン

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　自分のペースを大切に。
周りの言うことを気にし過ぎな
いようにしましょう。おいしい
ものを食べて運気アップ！
　　　　足元に気を付けて。動
く前に準備運動を
　　　　　　　モロヘイヤ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　思うようにならないこ
とが増えますが短気は禁物。時
期を待つことで状況は改善され
ていきます。読書で開運
　　　　冷房などの寒暖差対策
に羽織るものを持ち歩いて
　　　　　　　ズッキーニ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　神経質になりがち。緊
張で体を硬くしてしまうと状況
まで硬直させてしまいます。リ
ラックスを心がけましょう
　　　　けがに注意。刃物や危
険物の取り扱いは慎重に
　　　　　　　ミョウガ
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和牛登録検査

和牛登録検査

経済連部長と県農青協委員との対
話集会・三役会・専門部会・委員会

年金友の会 川南・都農支
部合同ゴルフ大会

ＪＡみやざき理事会

江藤拓代議士国政報告会

令和６年度 宮崎牛肥育農家女性部研修会
専務常務会

尾鈴地区本部運営委員会
トマト類部会代表者会

青年部 新規就農研修生・
ＪＡ役職員との交流会

成牛市・妊娠牛市

ＪＡみやざき尾鈴牛枝肉共励会（夏の部）

ちゃぐりんフェスタ２０２４夏

乳肥素牛市・和牛ＥＴ市
正副組合長・地区本部長会

振替休日

山の日
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産直おすず村からのお知らせ

　おすず村では毎月「感謝祭」を行います。赤丸シー

ルの商品は通常より安く販売しています。また、お買

い上げ頂いた際に、レジの抽選で「旬の農産物」が当

たる抽選会を行っています。皆様のご来店を心よりお

待ちしております。

※月１回、第３水曜日を店休日としています。８月は２１日です。

８月は ２３日：おすず村感謝祭
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種
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大
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天
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過
去
を
詫
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人
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か
に
酒
を
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む
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テ
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【６月１４日】

①生産資材高騰にかかる支援対策について

②諸規程の制定について（ＬＰガス保安業務規程）

③肥育牛関連資金の貸出及び農協理事と組合間の利益相反取引の承

　認について【都城地区本部】

④事業資金短期（特別当座勘定貸越）にかかる資金の貸付について

【日向地区本部】

ＪＡみやざき理事会で上記事項等を審議し、承認されました。

故

　人

　
　
　
　
　
　ご
住
所

都
農
町

海
野
　
清
　（
89
歳
）　
征
矢
原

黒
木
サ
ダ
エ（
96
歳
）　
新
田

矢
野
　
健
二（
64
歳
）　
寺
迫

河
野
　
萬
好（
98
歳
）　
岩
山

黒
木
ツ
ネ
子（
92
歳
）　
下
　
生

荒
川
　
哲
男（
95
歳
）　
北
新
町

〈
芳
子
〉

〈
祐
一
〉

〈
信
三
〉

〈
昭
よ
し
〉

〈
宣
子
〉

〈
洋
子
〉

〈
雅
人
〉

〈
浩
一
〉



今
月
の
課
題
は
「
テ
ス
ト
」「
嫌
う
」「
詫
び
る
」
他
で
す
。

尾鈴

柳壇

今月 運勢のあなたの モナ・カサンドラ８月

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

牡羊座
3/21 ～ 4/19
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4/20 ～ 5/20

双子座
5/21 ～ 6/21
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12/22 ～ 1/19

水瓶座
1/20 ～ 2/18

魚座
2/19 ～ 3/20
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　　　　星の加護に恵まれ勢い
があります。正面突破でもいけ
ますが協力者を募るのも◎。い
ろいろ試してみましょう
　　　　体操教室など皆で一緒
にする運動がお勧め
　　　　　　　梨

【全体運】
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　　　　張り切り過ぎてしまう
かも。休憩を入れて
　　　　　　　ブドウ
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　　　　すれ違いが起きやすい
月です。説明は丁寧に。手順通
りに進めれば下旬には成果が見
え始めます。旅行は近場が吉
　　　　食べ過ぎに注意。よく
かんで食べるよう心がけて
　　　　　　　サヤインゲン
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【健康運】

【幸運の食べ物】

　　　　上昇運です。困難な状
況を解消するために手を尽くし
ましょう。諦めない気持ちが好
結果をもたらします
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よう安全確認を
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　　　　コミュニケーションが
良好に。話し合いの機会をつく
りましょう。良い方向に向かい
ます。共同作業にツキあり
　　　　筋力アップのチャンス。
スポーツもお勧め
　　　　　　　バジル
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さんの人に会うと良いひらめき
を得られます。レジャースポッ
トでいいことがありそう
　　　　体をどんどん動かして。
いい汗がかけます
　　　　　　　ピーマン
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【幸運の食べ物】

　　　　自分のペースを大切に。
周りの言うことを気にし過ぎな
いようにしましょう。おいしい
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張で体を硬くしてしまうと状況
まで硬直させてしまいます。リ
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経済連部長と県農青協委員との対
話集会・三役会・専門部会・委員会

年金友の会 川南・都農支
部合同ゴルフ大会

ＪＡみやざき理事会

江藤拓代議士国政報告会

令和６年度 宮崎牛肥育農家女性部研修会
専務常務会

尾鈴地区本部運営委員会
トマト類部会代表者会

青年部 新規就農研修生・
ＪＡ役職員との交流会

成牛市・妊娠牛市

ＪＡみやざき尾鈴牛枝肉共励会（夏の部）

ちゃぐりんフェスタ２０２４夏

乳肥素牛市・和牛ＥＴ市
正副組合長・地区本部長会
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産直おすず村からのお知らせ

　おすず村では毎月「感謝祭」を行います。赤丸シー

ルの商品は通常より安く販売しています。また、お買

い上げ頂いた際に、レジの抽選で「旬の農産物」が当

たる抽選会を行っています。皆様のご来店を心よりお

待ちしております。

※月１回、第３水曜日を店休日としています。８月は２１日です。

８月は ２３日：おすず村感謝祭
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【６月１４日】

①生産資材高騰にかかる支援対策について

②諸規程の制定について（ＬＰガス保安業務規程）

③肥育牛関連資金の貸出及び農協理事と組合間の利益相反取引の承

　認について【都城地区本部】

④事業資金短期（特別当座勘定貸越）にかかる資金の貸付について

【日向地区本部】

ＪＡみやざき理事会で上記事項等を審議し、承認されました。

故

　人

　
　
　
　
　
　ご
住
所

都
農
町

海
野
　
清
　（
89
歳
）　
征
矢
原

黒
木
サ
ダ
エ（
96
歳
）　
新
田

矢
野
　
健
二（
64
歳
）　
寺
迫

河
野
　
萬
好（
98
歳
）　
岩
山

黒
木
ツ
ネ
子（
92
歳
）　
下
　
生

荒
川
　
哲
男（
95
歳
）　
北
新
町

〈
芳
子
〉

〈
祐
一
〉

〈
信
三
〉

〈
昭
よ
し
〉

〈
宣
子
〉

〈
洋
子
〉

〈
雅
人
〉

〈
浩
一
〉



　熱中症への警戒を呼びかけるために、2021年から
環境省と気象庁は「熱中症警戒アラート」という情
報を運用しています。今年の夏からは、新たに「熱
中症特別警戒アラート」の運用が始まりました。気
温や湿度、日射などから計算される暑さ指数を基に
発表されます。都道府県内の全ての情報発表地点で、
暑さ指数が35以上と予想される場合に出されます。
過去にこの条件を満たした日はなく、まさに過去に
例を見ない暑さになるときに出る情報です。
　熱中症特別警戒アラートが出た場合は、学校の校
長や会社の経営者、イベントの主催者などの責任者
が運動やイベントの中止、リモートワークヘの変更
　などの判断が求められます。工事
現場や農作業なども、徹底した熱
中症対策が必要になります。近年
は、気温が40度以上になる日も増
えるなど、暑さのレベルが以前と
は違ってきています。

熱中症特別警戒アラート
気象予報士●檜山靖洋

お天気カレンダー

　まだ夏は始まったばかりだというのに、本当に暑い日が続きますね。
観測史上最も暑くなった昨年に匹敵する暑さになる可能性もあるそう
です。熱中症による救急搬送も全国的に増えていますから、こまめな
水分補給などを心がけ、どうか無理はなさらないでくださいね。編Ａ

食生活
熱中症にご注意を

　暑い夏が始まりましたね。身体がなかなか慣れないけど、少し
ずつ汗をかいて慣れていこうと思います。「みほちゃん」さんより

　日頃よりおすず村をご利用いただきありがとうございます！スタッフ
の皆さんの明るさに私もいつも元気をもらっています。これからも楽し
くお買い物してもらえると嬉しいです。忘れ物にはお気をつけて☺編Ａ

　職場の健康診断の採血結果が悪かったと母が言っていました。
若いうちから食生活に気をつけるように言われているので、旬の
野菜をしっかり食べたいと思います。永井シェフのレシピはおし
ゃれで簡単で、また作りたくなります。「あーちゃん」さんより

　食生活に関しては、私も耳が痛い話です...。この時期の暑さで料理が
おっくうになり、簡単なもので済ませがちなのですが、あーちゃんさん
を見習って旬の食材をたくさん取り入れていこうと思います！編Ｙ

毎月の楽しみ おすず村

　先日パプリカを求めにおすず村へ買い物に行きました。レジ係の方の接客は大変感
じが良く、いつも気持ちが良いです。そんな中、「今日は暑くなっておりますのでど
うぞ氷を使ってくださいね」と言われました。生ものもありましたので「ありがとう
ございます！」とお店を出ましたが、今度はサイフを忘れて慌てて戻ると「預かって
ます！」と。最近増えたなあこういう事（笑）「オードリーヒップバーン」さんより

　毎月OSUZUの冊子が発行されるのを楽しみにしております。農協に行
った時には入り口で見かけるととても嬉しくなります。色んな情報満載で
これもまた楽しみです。これからも期待しています☺「ねずみ」さんより

　いつも広報誌OSUZUをお手に取っていただきありがとうございます。読者の
方からのあたたかいご感想、とても励みになります。旬な情報をたくさんお届
けできるよう頑張りますので、これからも応援よろしくお願いします！編Ｙ

みんなのおたよりコーナーみんなのおたよりコーナーみんなのおたよりコーナーみんなのおたよりコーナー
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名
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見
た
目
が
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て
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タ

❶トマトやスイカに含まれる赤い色素
➋海で水上―を楽しんだ
➌独特の香りから香魚とも書く川魚
➍無駄遣いをすること
➎セーラー服のものは大きめ
❼孫悟空の乗り物です

➒酒などを入れる四角い容器
⓫ザーザー、しとしとと降ります
⓬夏にはくズボン下
⓭アップの反対語。イメージ―
⓯パンダの遊具にも使われるゴム製品
⓰小さな船を数えるときに使う言葉
⓱MB＝―バイト、GB＝ギガバイト

二 重 枠 に 入 っ た 文 字 を 並 べ て
で き る 言 葉 は 何 で し ょ う か ？

※読者の方がご応募される際
に記入された個人情報は、景
品の抽選・発送及び、次号で
の当選発表以外の目的で使用
することはありません。

住 所

氏 名

（ 〒 　 　 　 　 　 ）

ペンネーム

８月号
クイズの答え

切
り
取
り
線

正 解 者 の 中 か ら 抽 選 で 5 名 の 方 に

をお送りします。 ※締切日 ８月10日

官製ハガキまたは右記の応募ハガキにクイズの答
えと住所・氏名（ペンネーム）と本誌に関するご
感想やイラストなどをお書きのうえ、ご応募くだ
さい。FAX又は尾鈴地区本部窓口でも受付けており
ます。FAXの場合、ハガキと同様にお書きください。

FAX 0983（27）4503

〒889-1301 川南町大字川南13658-1 
ＪＡみやざき尾鈴地区本部 組織広報課行き

T E L

本誌に対する感想や、身近な話題など何でも
結構です（イラスト掲載可）

阿部　妙子さん（川南町）

黒木　京子さん（都農町）

福井　公美さん（都農町）

黒木　志帆さん（西都市）

海野　　寿さん（日向市）

クロスワードパズル
頭 の 体 操 ！ 正解者の中から

5名様にプレゼント

当選者発表

サルスベリ

応 募 方 法・あ て 先

おすず村商品券（1,000円分）

月号の答え7

　コンビニやお惣菜ではなく、
自分をいたわり明日への活力と
なるような、シンプルだけど満
足感が高い55レシピ。少ない材
料でパパッと作れて、後片づけ
もラクなので、気分に合わせて
繰り返し作りたくなる！

頭 の ビ タ ミ ン

定価1,650円（税込）
著・若山曜子

若山曜子の気楽に作る日々のごはん
疲れていても、おいし
いものが食べたい！

今月のおすすめ商品

435円（税込）

180ｇ

336円（税込）

75ｇ（15ｇ×５袋）

ひや汁の素

きゅうり漬の素 さっぱり塩味お買い求め
は生活課へ
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感想やイラストなどをお書きのうえ、ご応募くだ
さい。FAX又は尾鈴地区本部窓口でも受付けており
ます。FAXの場合、ハガキと同様にお書きください。

FAX 0983（27）4503

〒889-1301 川南町大字川南13658-1 
ＪＡみやざき尾鈴地区本部 組織広報課行き

T E L

本誌に対する感想や、身近な話題など何でも
結構です（イラスト掲載可）

阿部　妙子さん（川南町）

黒木　京子さん（都農町）

福井　公美さん（都農町）

黒木　志帆さん（西都市）

海野　　寿さん（日向市）

クロスワードパズル
頭 の 体 操 ！ 正解者の中から

5名様にプレゼント

当選者発表

サルスベリ

応 募 方 法・あ て 先

おすず村商品券（1,000円分）

月号の答え7

　コンビニやお惣菜ではなく、
自分をいたわり明日への活力と
なるような、シンプルだけど満
足感が高い55レシピ。少ない材
料でパパッと作れて、後片づけ
もラクなので、気分に合わせて
繰り返し作りたくなる！

頭 の ビ タ ミ ン

定価1,650円（税込）
著・若山曜子

若山曜子の気楽に作る日々のごはん
疲れていても、おいし
いものが食べたい！

今月のおすすめ商品

435円（税込）

180ｇ

336円（税込）

75ｇ（15ｇ×５袋）

ひや汁の素

きゅうり漬の素 さっぱり塩味お買い求め
は生活課へ
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■ 川南支店（企画管理部･監査室）
事業所名

総 合 企 画 課
リ ス ク 管 理 課
総 務 課
組 織 広 報 課
監 査 室 ･ 監 事 室

電話番号

27ー1122

27ー1120

27ー1121

営業時間

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

■ 川南支店（金融共済部）
事業所名

貯 金 為 替 課
融 資 課
共 済 課
共 済 渉 外 課

電話番号
27ー1123
27ー1125
27ー1124
27ー1127

営業時間
平　日　8：30～15：00

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

■ 購買店舗（購買部）
事業所名

川南あぐりセンター
旅 行 セ ン タ ー
川 南 飼 肥 料 倉 庫
都 農 資 材
農 機 セ ン タ ー
生 活 課
ビ ニ ー ル 加 工 場

電話番号
27ー1203
27ー6589
27ー2781
25ー1630
27ー7710
27ー6589
27ー2322

営業時間

平　日　8：00～17：00

平　日　8：30～17：00

平　日　8：00～17：00
土　曜　8：00～12：00

休日

日・祝

■ 中央事業所（農産園芸部）
事業所名

代 表
営 農 指 導 課
販 売 課
販 売 課 （ 経 理 ）
営 農 支 援 課
茶 加 工 場
ラ イ ス セ ン タ ー

電話番号
27ー0583
27ー2067
27ー0597
27ー5995
27ー1978
27ー2003
27ー0502

営業時間

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

■ 都農支店
事業所名

貯 金 係
融 資 係
管 理 係
共 済 係
畜 産 係
畜 産 人 工 授 精

ー

電話番号
25ー1130
25ー1129
25ー1131
25ー1133
25ー1191
080ー8378ー1928

営業時間
平　日　8：30～15：00

8：00～17：00

平　日　8：30～17：00

休日

土・日・祝

年中無休

日

■ JA-SS（給油所）・プロパンセンター（購買部）
事業所名

川 南 Ｓ Ｓ
都 農 Ｓ Ｓ
プ ロ パ ン セ ン タ ー

電話番号
27ー5942
25ー1626
27ー6114

営業時間
平　日　8：00～18：00
土／祝　8：00～17：30
平日／土　8：00～17：00

休日

日・祝

土・日・祝

■ 畜産部
事業所名

畜 産 課
養 豚 課
畜 産 人 工 授 精

電話番号
27ー1600
27ー1274
080ー8378ー1927

営業時間

8：00～17：00

休日

年中無休

年中無休

■ ＡＴＭ
事業所名

川 南 支 店
都 農 支 店

電話番号 営業時間
平　日　8：45～19：00
土／日／祝　9：00～19：00

休日

毎月第３水曜

■ その他事業所
事業所名

総合葬祭プリエール尾鈴
農業経営者組織協議会

電話番号

27ー0983
32ー9090

営業時間
平　日　9：00～18：00
土／日／祝　9：00～17：00

24時間
平　日　8：30～17：00

休日

年中無休
土･日･祝

※選果場は
部会ごとに
異なります

27ー3066直 売 所 お す ず 村

土・日・祝

※

営
業
時
間
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た


